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研究成果の概要： 
 
栽培イネは大きくジャポニカ種とインディカ種に分けられる。いわゆる日印の交雑では、

F1 個体が大きく出穂遅延を起こすことがあり、生殖隔離の一因になることが示唆されてい

る。本研究課題では、そういった F1 個体が明確な遅延を示す組み合わせである日本晴（ジ

ャポニカ種）と南京１１号（インディカ種）の交配後代を使い、遺伝子レベルでのメカニ

ズムの解明を目指し、在来種の解析により、イネの栽培化におけるこの現象の役割を推定

した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,900,000 ０ 2,900,000 

２００８年度 2,900,000 ０ 2,900,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 5,800,000 ０ 5,800,000 

 
研究分野：植物ゲノム学、植物分子遺伝学 
科研費の分科・細目：特定領域研究  「植物ゲノム障壁」 
キーワード：イネ、Ｆ１、出穂期、インディカ、ジャポニカ、生殖隔離 
 

 １．研究開始当初の背景 
２．研究の目的  
 栽培イネは大きくジャポニカ種とインディ

カ種に分けられる。いわゆる日印の交雑では、
F1 個体が大きく出穂遅延を起こすことがあ
り、生殖隔離の一因になることが示唆されて
いる。我々は、イネの開花期制御の解析を通
じて、一部のジャポニカイネとインディカイ
ネの交配 F1 世代が顕著に開花遅延を起こす
ことを発見し、イネの栽培化において、中国
でのジャポニカとインディカの栽培域の決
定に大きな役割を果たした可能性があると
考えられる。 

本研究課題では、そういった F1 個体が明確
な遅延を示す組み合わせである日本晴（ジャ
ポニカ種）と南京１１号（インディカ種）の
交配後代を使い、遺伝子レベルでのメカニズ
ムの解明を目指し、在来種の解析により、イ
ネの栽培化におけるこの現象の役割を推定
する。 
 
３．研究の方法 
 



（１）イネのゲノムワイドに 100 か所の DNA
マーカーで、186 の F2 個体を使い、QTL 解析
を行った。 
 
（２）Hd5 遺伝子領域をシークエンスし、機
能欠損を起こす FNP を探索した。 
 
（３）RFLP 解析データが存在するイネ在来
種・近代品種、332 品種のうち、インディカ
種約 90系統を用いてその FNP の分布を調べ、
それと RFLP データを比較した。 
 
（４）倉田特定研究参加研究室が中心となっ
て進めた LM マイクロアレイの結果の利用し
たデータベース開発を進めた。 
 
４．研究成果 
（１）上記の QTL 解析の結果、Hd5 近辺に、
LOD 値が 43.9、Hd9 近辺に、10.7、Hd4 近辺
に、2.7、の３か所の QTL が検出された。ま
た、それぞれの遺伝子座が、ヘテロである個
体の開花を調べたところ、F1 個体の遅延を説
明できる出穂期の変化を確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前年度までに同定した QTL付近のマーカーを
考慮しながら、後代の出穂期を調査したが、
F1 の出穂期が単純に二つの QTL(Hd5 領域と、
Hd9 領域)の組み合わせでは説明できないこ
とが明らかになった。Hd5 が他の遺伝子座と
のヘテロ領域の組み合わせで出穂が遅くな
る遺伝子座として、新たに Hd1 座の関与示す

結果を得たが、さらなる QTL の関与も考えら
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）南京の Hd5 領域をシークエンスするこ
とで機能欠損を起こす新たな FNPを同定した
が、RFLP 解析データが存在するイネ在来種・
近代品種、332 品種のうち、インディカ種約
90 系統を用いてその FNP の分布を調べ、それ
と RFLP データを比較したところ、この FNP
が非常に強いボトルネック効果を北進した
インディカ品種に与えたと考えられるデー
タを得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）イネの栽培化を明らかにする試みとし
て、RFLP 解析データが存在するイネ在来種・
近代品種、332 品種のうち、ジャポニカ種約
９０系統を用いて、栽培化関連遺伝子の機能
多型（FNP）の分布を調べた。ゲノムの類似
性と選抜された FNP の分布から、ジャポニカ
イネの栽培化過程を推定した。(Konishi et 
al.)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
 （４）計画外の成果として、倉田特定参加研

究室が中心となってイネ花粉形成に関する
LM マイクロアレイの解析に参加し、そのデー
タの類似性クラスタデータベース SALAD 
database とマイクロアレイを組み合わせて
表示するシステムを考え、公開した。また、
シス配列を同定する試みを行い、候補の配列
を同定した。（Mihara et al. 2008） 
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